
株式会社ＴＡＮＡＢＥ

SDGs宣言

取組事例

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

事業活動を通して持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

経済・社会・環境の三つの側面のバランスが取れた社会を目指す世界共通の指標として、2015年9

月に国連で採択。貧困や飢餓、水や保健、教育、医療、言論の自由やジェンダーなど、人々が人間

らしく暮らしていくための社会的基盤を2030年までに達成するという目標になっており、17のゴー

ル（目標）と169項目のターゲット（達成基準）がある。

持続可能な開発目標（SDGs）と
は

2022年12月12日

株式会社ＴＡＮＡＢＥ

代表取締役社長 田辺 俊紀

環境への取組み

環境に配慮した省エネルギーなものづくりを実践し、

事業活動による環境負荷軽減に努めてまいります。

《具体的な取組み》

• スリープ機能付き 省エネ機能マシニングの導入

• 切削油等廃棄物の法令に沿った確実な廃棄処理

• 徹底した端材分別による廃棄物の再資源化

• 電気自動車の導入による温室効果ガスの排出削減

地域・社会への貢献
地元人材の積極採用や社会貢献活動の実践を通じて、持

続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。

《具体的な取組み》

• 鯖江市へ消毒スタンドの寄付

• 地元人材の積極採用および雇用の創出

• 材料や加工等幅広い分野における、地域企業への積

極的な受発注

• 職場体験・工場見学の受け入れによるものづくりの学習

機会提供

品質管理

《具体的な取組み》

眼鏡部品加工で培った技術をもとに「ものづくりか

ら無限の可能性」をテーマに付加価値の高い最高

のサービスを提供してまいります。

• 画像測定器を用いた厳格な検査体制による品質保証

• 小ロット量産・短納期等ユーザー様の要望に即した生産

• 最新の精密微細レーザー加工機を利用した様々な加工



社長挨拶

事業内容

代表取締役社長 田辺 俊紀

当社は2005年(平成18年)に福井県鯖江市にＴＡＮＡＢＥ
として創業し、眼鏡部品の精密レーザー加工を行ってきま
した。
2008年(平成20年)には社名を株式会社ＴＡＮＡＢＥに変
更、2016年(平成28年)には設備増強に伴い同じ福井県鯖
江市の現在の場所に工場を移転しました。
近年は眼鏡部品に加え、機械部品や装飾部品、医療部品な
ど異業種の部品加工に取り組み、生産内容を拡大していき
ました。
また、品質面においても画像測定器などを導入し安定した
品質確保にも取り組んでおります。
弊社は、眼鏡部品加工で培った技術で、付加価値の高い製
品作りを追求すると伴に「高品質」、「短納期」を心がけ、
お客様のビジネスパートナーとして最高のサービス提供を
心がけていきます。

ものづくりから無限の可能性！！レーザーが未来を切り拓く！！

「ものづくりから無限の可能性！ レーザーで未来を切り拓く！ 」をテーマに確かなレーザー加工と
マシニング加工でお客様に多彩な提案をしていきます。
また我々、株式会社ＴＡＮＡＢＥは眼鏡部品加工で培った加工技術を元に様々な分野へ加工のノ
ウハウを活用していきたいと考えています。

日々の出来事更新中！！
インスタ、フェイスブックはこちらか
ら！！
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